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※研究概要（Summary of Research）：  

原子・分子サイズレベルの観察が可能となった高分

解能透過電子顕微鏡（HRTEM）と 2 次元高速フーリ

エ変換（2D-FFT）を用いて，炭素材料に含まれるナノ

構造の解析法を検討した 1,2)．カップスタック型カー

ボンナノチューブ（CSCNT）への白金（Pt）微粒子の

担持状況について HRTEMにより試料を観察し，画像

処理を用いて調べた． 

※実験（Experimental）： 

本研究は信州大学分子・物質合成プラットフォーム

の施設であるダブル球面収差補正付高分解能透過電

子顕微鏡（HRTEM）を利用した．炭素材料の HRTEM

観察像を切り出し，2次元高速フーリエ変換（2D-FFT）

を施してパワースペクトル（PWS）を得た．また，3

次元分子モデル作成ソルトウエア（CrystalMaker ®）

を用いてグラフェン（炭素六角網面）のモデルを作成

し，同様な手法で PWS を求め， HRTEM 像の PWS

と比較した． 

※結果と考察（Results and Discussion）： 

酸化鉄粒子を担持させた気相成長炭素繊維(VGCF) 

の HRTEM 観察で，本装置でしか観ることのできな

い酸化鉄粒子と VGCF の界面の様子を詳細に分析で

き，酸化鉄結晶の結合方位も知ることができた． 

図 1に示すHRTEMと 2D-FFTによる解析により，

Pt 粒子は CSCNT の炭素六画網面のエッジ部分に選

択的に担持され，良く分散していることがわかった． 

図 1 CSCNTの HRTEM像と 2D-FFTによる PWS 

 

※その他・特記事項（Others）： 

HRTEM と画像処理を用いた手法は，物質の微細領域

のナノ構造解析に有効であることがわかった．今後は材

料設計にフィードバックすることにより，機能性材料の

開発に応用して行きたい． 
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